　第５学年　学級活動(2)指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           
１　題材名　　　　「休日の食事を整える」～赤・黄・緑のバランスから～　
（(カ)　学校給食と望ましい食習慣の形成)
２　題材設定の理由　
　　本学級は、家庭科で、学校給食の献立を教材に赤・黄・緑の３色による食品の分類を通し、３つの食品群をバランスよく食べることの大切さを学んだ。児童は赤・黄・緑を意識して献立表をみたり、給食を食べたりする姿が見られ、給食の残滓もほとんどない。また、長期休業の一日の昼食を赤・黄・緑の食品群に配慮して作ることを課題としたところ、家族と楽しく調理を行い、食事を作ることへの関心も芽生えてきたが、赤・黄・緑は入っているもののその量には偏りがみられ、３つの食品群の量を把握し、栄養のバランスを意識させることが大切であると感じた。
また、食生活実態調査の結果では、児童の休日の昼食は、朝とかねて食べる児童が２割おり、その内容をみると焼きそば、菓子パン、うどん、おにぎりなど主食を中心とした手軽に食べられるものが７割で、中にはハンバーガーなどのファーストフードが毎週末の昼食としている児童もおり、授業で学習したことや課題として意識させたことと実際の食行動の隔たりや、休日の生活リズムの乱れがわかった。
そこで、本時は、長期休業を前に、休日の生活リズムの改善をとおして食生活を整えることの大切さを感得させる授業として位置づけた。始めに、食生活実態調査の結果をもとに休日の食事を整える方法を予想させる。学校栄養職員から、児童がよく食べる休日の昼食の栄養のバランスを赤黄緑の３角柱のモデルを使って視覚的にとらえさせ、健康な生活を送るためには3つの食品群をバランスよく摂取することが大切であることを確認する。昼食の例を活用しながら改善策を話し合わせることを通して、生活リズムの改善による食行動の変容を目指したい。
　　
３　「食べる力」との関連
	食べる力の要素
	○期待する姿

	食事のリズムがもてる
	○生活リズムを整え1日3食しっかりとることができる。

	食生活や健康に主体的にかかわる
	○赤・黄・緑の3つの食品群をバランスよく摂取することができる。


４　　実施計画
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５　本時の目標
　1日3食食べる大切さや３つの食品群のバランスを考えた食事にすることの大切さを理解し、生活リズムを整え休日の食生活を改善しようとする実践的態度を育てる。
○　1日3食食べる理由とバランスを考えた食事の大切さを知り、生活や食事の改善策を話し合うことができる。
○　休日の生活や食事の改善にむけ、具体的な方法をまとめ、発表することができる。
６　展開例
	段階
	学習活動・内容
	時間
形態
	指導上の留意点　　　　※評価
	資料等

	
	
	
	Ｔ１　
	Ｔ２　
	

	課題の意識化
	１　食生活実態調査の結果から休日の食生活の課題に気づく。
　・朝食と昼食を兼ねる
　・昼食の栄養の偏り
２　本時の課題を把握する。

	10
分
一斉
	○　休日の生活や食事調査から、生活ﾘｽﾞﾑの乱れや食事に偏りがあることに気づかせ、本時の課題を把握させる。

	○　昼食で好まれる焼きそばとハンバーガーの絵を提示し、食品群は多いが量はどうか投げかけ３つの食品群のバランスや量の違いに気づかせる。
○　ファーストフードを否定するのではなく、どうすればバランスよくなるか考えさせたい。
	食生活実態調査
ﾜｰｸｼｰﾄ

	課題の追求
	３　休日の食事をしっかり摂るための工夫を発表する。　　
· 生活時間の見直し
· 食事内容の見直し
４　ある日の昼食の例をもとにバランスのよい食事の大切さを知る。
　・昼食例の赤・黄・緑の量
・バランスと健康
５　休日の生活や食事を整える方法を話し合う。
　・３食摂るための生活の見直し
・３つの食品群のバランスをよくするための食材等の検討　　
	５分
一斉
10分
一斉
15分
小集団
	○　１食でバランスを取ることも大切だが、３食しっかり摂ることで栄養のバランスが満たされることをとらえさせ、生活リズムの見直しにも視野を広げさせる。
○　焼きそば、ハンバーガー、学校給食の３種類の昼食を提示し、３つの食品群ごとの量のグラフがどの昼食例に当てはまるか考えさせる。
○　生活時間の改善は全員が行い、焼きそば、ハンバーガーの食事の内容は２班にわけて、工夫点を考えさせ、発表により共有化を図る。
	○　３つのグラフを三角柱に組み立て水がどこまではいるか考えさせることにより、健康な生活を維持するには、３つの食品群の量のバランスが大切であることをとらえさせる。
○　児童の取組みを称賛し食品の品数や食品群の量を考えること等について確認する。
	３つの食品群のグラフ（厚紙に記載）
ｐｃ
画用紙
マジック

	課題の解決
	６　休日の生活や食生活の改善策を具体的にまとめ発表する。
	10分
個別
	○　事前に調査した食生活実態調査を配付し、各自の昼食を振り返ることができるようにする。
○　春休みに実践するよう提案しワークシートに実践内容をまとめさせる。
	○　１食でバランスを整えることを目標とするが難しい場合は１日の中でバランスを考えて食事することを確認する。そのためにも生活リズムの大切さを再度強調する。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


７　評価規準
○　食事の見直しや、生活リズムの改善により、３つの食品群の量を考慮してバランスのよい食生活を整えようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(関心・意欲・態度)
○　生活時間や食事内容を見直し、バランスのよい健康な食生活を営むために、自分の生活に応じた改善策を考え判断している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(思考・判断)　　　　
○　生活リズムを整えバランスよく食事を摂取するための具体的な方法をまとめ実践することができる。(技能・表現)
○　生活リズムを整えバランスよく摂取する方法を理解している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(知識・理解)
８　準備・資料等　　　　　　　　
・　事前調査「休日の生活・食事調べ」
· アンケート結果
・　昼食の例：「焼きそばと清涼飲料水」「ファーストフード」「学校給食」の写真と赤黄緑のグラフ
９　板書計画



１０　授業の実際
	学習活動・内容
	教師の働きかけ（発問）
	児童の反応

	１　食生活実態調査の結果から休日の食生活の課題に気づく。
　
２　本時の課題を把握する。

	【Ｔ１】休日の生活時間や食生活調査の結果を見てください。とても多かった例を2つ見せますね。
【Ｔ１】学校のある日は起きるのも早いし朝食を摂ってくる人も多いし、昼食は給食ですね。
でも、休日になると起きるのも遅いし、1日2食、しかも食事の内容が、この写真のように例えば焼きそばという単品だったり、ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰというﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞの外食だったりすることもあるようです。何か、気づいたことはありますか。
【Ｔ１】もうすぐ春休みです。毎日学校がお休みになりますから、この休日のような生活になりがちです。でも、みんなはもうすぐ新6年生です。春休みの生活に気をつけて、体も心も元気に新学期を迎えて欲しいと思います。そこで、今日は、食事も含めて休日の生活について話し合っていきましょう。
	○朝ごはんと昼ごはんを一緒に摂っている人もいるね。
○朝はやっぱり起きるのが遅いな。
○休日の昼食は麺類が多いね。単品が多いね。
○ハンバーガーとポテトはよく食べるよ。
○栄養は足りるのかな。
○生活が見でれて月曜日に起きられなかったり、だるかったりもするよ。
○午前中が短くて何もできないよ。



	３　休日の食事をしっかり摂るための工夫を発表する。　　
４　ある日の昼食の例をもとにバランスのよい食事の大切さを知る。
５　休日の生活や食事を整える方法を話し合う。

	【Ｔ１】保健でも学んだように1日3食き
ちんと摂ることで生活も整えることができ
ます。休日の食事をしっかり摂るためには
どんな工夫が必要ですか。
【Ｔ１】生活時間の見直しと食事内容の見
直しが必要ですね。今日は学校栄養職員の
先生から食事の内容を整えることについて
アドバイスをいただきます。
【Ｔ２】1日の生活を考えたときに3食きちんと摂ることで生活リズムが整っていきます。1日3食食べる理由はみんなの活動のもとになる栄養が補給する必要があるからです。また、その栄養を効果的に活用するためには赤黄緑のバランスをよくすることが大切です。みんなの休日の食事の例として多かった「焼きそば」と「ハンバーガー等のファーストフード」そして「学校給食」を例に考えてみましょう。
このグラフは1食の赤・黄・緑の量を示しています。3つのグラフはどのメニューだと思いますか。
【Ｔ２】皆さんの予想の通りです。このグラフで三角柱を作ります。一番多く水が入るのはどれですか。
【Ｔ２】水の量は栄養の体への働きやすさを示しています。3食のバランスを考えた食事をすると栄養がよく体に働いてくれるのですね。3食食べただけではなくてその量も考えて食べることが大切です。学校給食の量がその見本なので、よく見て1食あたりの量をつかみ、残さないで食べてくださいね。（要旨のみ記載）
【Ｔ１】食事の内容の整え方をお話してい
ただきました。休日の食事や生活を整える
ためには、生活や食事をどのように改善し
たらよいでしょうか。話し合ってみましょ
う。食事の内容については、この2つの献
立例を参考に考えましょう。
	○朝起きる時間を早くする。
○休日の前日は、遅くまでテレビを見ていることが多いから早く寝るようにするとよいと思います。
○家庭科や学校給食でも赤・黄・緑が大切だといわれているよ。

○一番バランスが良いのは学校給食。
○緑が極端に少ないのは、ファーストフードです。
○緑が足りないのは焼きそばかな。
· 給食の献立です。

○まずは、生活時間をしっかりしないと食事も取れないよ。朝は決まった時間に起きよう。何時に起きるか何時に寝るか計画を立てるといいと思います。
○食事は自分で作ることが多いのでちょっとした工夫が必要だよ。コーラよりヤサイジュースや牛乳がいいよ。
○野菜サラダなら家庭科で習ったから作れるよ。簡単な食事を作る方法を知りたいな。

	６　休日の生活や食生活の改善策を具体的にまとめ発表する。
	【Ｔ１】みんなの意見をもとに各自の休日の生活や食事の改善策をまとめましょう。発表してください。
【Ｔ１】春休みの生活のめあてを決めましょう。生活時間や食事の内容を考えて決めてください。春休みは規則正しい生活を心がけ4月に元気に登校できるようにしましょうね。
	○朝は7時に起きて朝ごはんを家族と一緒に摂りたいです。夜は10時前には寝ます。
○3食しかり摂って、特に昼食は自分で作るので清涼飲料水ではなく牛乳を飲むようにします。
○野菜類は意識して摂るようにします。
○ゲームの時におやつを食べ過ぎて3食食べられなくならないようにします。


１１　学習プリント等　　
＜ワークシート＞

· 昼食の写真とグラフ「焼きそばと清涼飲料水」「ファーストフード」「学校給食」※別添参照
１２　事前の活動
（1） 事前調査「休日の生活・食事調べ」

１３　○成果と◎さらなる充実のために
（1） 本時の授業から
○　休日の食事調査の結果から、生活リズムの確立と食事の内容の充実をテーマに授業したことにより、食生活を改善するためには生活時間を見直すことが大切であることが把握され、生活を改善しようとする意欲を喚起することができた。
○　実態調査に基づき、よく食べる休日の昼食として、焼きそばやファーストフードを取り上げたことで興味・関心が高まるとともに、赤・黄・緑のグラフを三角柱にして水の入る量から栄養のバランスの大切さを視覚的にとらえさせることができた。
◎　長期休業や連休の前に実施することにより実践化が図られるため、授業を実施する時期の工夫が必要である。
（２）その後の児童の様子から
　　○　よりよい6年生になるため、春休みの過ごし方に注意していこうとする姿が見られ、進級の心構えとしても有効であった。
　　○　計画表に生活や食事のめあてが組み込まれ、意識して実践しようとする姿が見られた。
　　◎　休日の生活は、家族の協力が欠かせないことから、長期休業前の授業参観で実施したり、学級だよりで授業内容を伝えたりすることをとおして、啓発することが必要である。
　　◎　児童の中には、簡単でバランスのよいメニューの紹介や作り方を知りたいという声も上がり、学校給食と連携して、レシピを給食だよりで紹介した。また、給食の量が1食分の量という考えで残さず配食し、食べるよう指導を継続している。今後も、学校給食の効果的な活用について工夫したい。
      【食生活実態調査】


   休日の食生活を調査





【課題】「休日の生活が乱れ、昼食の栄養バランスがとれていない。」　　





    「ワークシート」の活用





       本時


【学級活動】


「休日の食事を整えよう～赤・黄・緑をバランスよくとろう」





     【学級】


　・生活記録ノートで随時指導


【家庭】


・ワークシートにより、家族との共通理解を図る。


・学級懇談会、個別懇談会での啓発





    【目標】生活リズムを整え休日の食生活を改善しようとする実践的態度を育てる。





関連


【家庭科】「３つの食品群」


　　　　 「昼食作り」





休日の生活や食事を整えよう。


～赤・黄・緑をバランスよく～





※　1日3食食べる理由とバランスを考えた食事の大切さを知り、生活や食事の改善策を話し合うことができたか。（発表）





※　休日の生活や食事の改善にむけ、具体的な方法をまとめ、発表することができたか。（発表・ﾜｰｸｼｰﾄ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








③学校給食





②ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ





①焼きそば＋清涼飲料水





生活時間








めあて





休日の生活例　　　　　　　　　　　　休日の昼食例　　　　　　　　　＜改善策＞


○生活時間の工夫











気づいたこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○食事内容の工夫























休日の生活や食事を整えよう。





赤・黄・緑の棒グラフ
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資料








